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ᾇủ
ε
Ϛ
ー
τ
ͭ
΍
ඣ
Ứの

ڧ
み

　

全
国
的
に
良
食
味
ถ
の
産
地

間
競
૪
が
ᗐ
྽
で
す
。
ঙ
内
地

Ҭ
が
高
品
質
・
良
食
味
ถ
産
地

の
࠲
を
क
り
ଓ
け
る
た
め
に
は
、

品
質
・
食
味
の
地
Ҭ
間
ࠩ
、
生

産
者
間
ࠩ
、
圃
場
間
ࠩ
を
可
能

な
ݶ
り
খ
さ
く
し
な
け
れ
͹
な

り
ま
せ
ん
。

　

実
ࡍ
は
、
୲
い
ख
農
Ո
の
面

積
拡
大
・
高
齢
化
・
ੈ
代
交
代

が
進
み
、
圃
場
ご
と
の
ࡉ
か
な

管
理
が
ࠔ
೉
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
品
質
・

食
味
の
地
Ҭ
間
ࠩ
、
生
産
者
間

ࠩ
౳
は
Ή
し
Ζ
拡
大
し
て
い
く

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
༗
望
な
の
が「
ௗ
の

目
」で
地
Ҭ
の
全
圃
場
を
一
ච

୯
位
で
と
ら
え
る「
ス
マ
ー
ト

つ
や
ඣ
」で
す
。
イ
ン
タ
ー
ω

ỽ
ト
で
୭
で
も
Ӿ
ཡ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
ඣ
」は
Ӵ
੕

で
地
Ҭ
の
全
圃
場
を
ࡱ
Ө
し
、

ը
૾
デ
ー
タ
か
ら
圃
場
ご
と
の

生
育
਍
அ
結
果
を
色
ผ
に
表
ࣔ

し
ま
す（
ਤ
１
）。
ま
た
、
生
育

Ϟ
デ
ル
と
気
象
デ
ー
タ
を
基
に

し
た
圃
場
ご
と
・
品
種
ご
と
の

生
育
༧
ଌ
を
行
い
ま
す
。

　

た
と
え
͹
、
こ
れ
ま
で
圃
場

ご
と
に
穂
ං
量
を
加
減
し
た
り

作
業
適
期
を
൑
அ
す
る
に
は
大

変
ۤ
労
し
た
の
で
は
な
い
で
し

Ỷ
͏
か
ʁ「
ス
マ
ー
ト
つ
や
ඣ
」

は
٬
観
的
な
൑
அ
ࡐ
ྉ
を
提
ڙ

す
る
の
で
、
ࣗ
分
の
観
࡯
や
൑

அ
と
合
Θ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

的
確
で
効
率
的
な
穂
ං
施
用
や

適
期
מ
取
り
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

౰
初
は
穂
ං
਍
அ
マ
ỽ
プ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
ス
マ
ー
ト

つ
や
ඣ
」で
す
が
、
ར
用
者
か

ら
༷
ʑ
な
要
望
や
ҙ
見
を
い
た

だ
き
、
ػ
能
を
追
加
・
ॆ
実
し

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
Ӿ
ཡ

ੑ
・
ૢ
作
ੑ
の
向
上
に
対
す
る

要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
令
和

ޒ
年
か
ら
は
Ϟ
ό
イ
ル
൛
が
ӡ

用
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
や

タ
ブ
レ
ỽ
ト
で
も
Ӿ
ཡ
・
ૢ
作

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ᾈủ
ε
Ϛ
ー
τ
ͭ
΍
ඣ
Ứの

׆
用
৔
໘

ᶃ
࡞
ۀ
ద
ظ
༧
ଌ

　

圃
場
一
ච
୯
位
で
生
育
༧
ଌ

と
作
業
適
期
が
表
ࣔ
さ
れ
ま
す
。

ࣗ
分
の
圃
場
を
選
୒
し
、
品
種

と
Ҡ
植
日
を
指
定
す
る
と
、
そ

の
圃
場
の
穂
ං
時
期
、
出
穂
期
、

מ
取
適
期
な
Ͳ
を
明
ࣔ
し
ま
す

「εϚʔτͭやඣ」
஌Ζ͏ ɾͦࢼ ɾ͏ͯͬ࢖ΈΑ͏

水戸部　昌　樹山形県ঙ಺૯߹ࢧி　産ࡁܦۀ部農ٕۀज़ීٴ課

　
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
広
域
実
証
研
究
会
」で
は『
衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
W
e
b
G
I
S
を
活
用
し
た「
つ
や
姫
」の
生
育
診

断
技
術
』（
以
下「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
」）の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
」を
利
用
す
る
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
指
導
員
は
増
え
て
い
ま
す
が
、研
究
会
で
は「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
」の
さ
ら
な
る
認

知
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は「
ス
マ
ー
ト
つ
や
姫
」の
強
み
、活
用
場
面
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ਤ１ɽスマートͭ やඣのը໘
ɹɹʢϞόΠϧ൛ʣ

ਤ２ɽۀ࡞దظ༧ଌ
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（
ਤ
２
）。

　

穂
ං
は
、
適
量
で
あ
っ
て
も

施
用
が
஗
れ
る
と
食
味
を
大
き

く
低
下
さ
せ
ま
す
が
、
こ
の
作

業
適
期
༧
ଌ
で
は
穂
ං
適
期
が

明
ࣔ
さ
れ
る
の
で
、
施
用
の
஗

れ
を
ճ
ආ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
מ
取
開
始
と
מ
取
晩

ݶ
の
月
日
が
ࣔ
さ
れ
る
の
で
、

よ
り
シ
Ỿ
ー
プ
な
適
期
מ
取
り

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ᶄ
ึ
ං
਍
அ
Ϛ
ỽ
ϓ

　

ै
来
の
穂
ං
਍
அ
は
、
ݶ
ら

れ
た
圃
場
の
ݶ
ら
れ
た
部
分
の

༿
色
・
༿
数
・
ܪ
数
౳
を
調
査

し
て
、
穂
ං
量
や
穂
ං
時
期
を

൑
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
下
०
Ỗ
７
月
初
०
に
Ӵ

੕
か
ら
ࡱ
Ө
し
た
、
圃
場
一
ච

全
体
の
༿
色
と
生
育
量
の
ը
૾

デ
ー
タ
か
ら
穂
ං
時
期
で
あ
る

７
月
10
日
ࠒ
の
஠
素
ٵ
収
量
を

༧
ଌ
し
、
指
標
Ͳ
お
り
の
穂
ං

が
で
き
る
か
൱
か
を
圃
場
ご
と

に
色
ผ
で
表
ࣔ
し
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
か
ら
は「
つ
や

ඣ
」に
加
え
て「
ઇ
ए
ؙ
」「
は
え

͵
き
」の
穂
ං
਍
அ
も
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
͹
、
ࣗ
分
の「
つ
や

ඣ
」圃
場
の
全
ච
に
つ
い
て
、

ࣗ
分
の
観
࡯
・
਍
அ
と
穂
ං
਍

அ
マ
ỽ
プ
を
ࢀ
考
に
し
て
、
圃

場
ご
と
の
穂
ං
の
適
量
を
ࣄ
લ

に
お
お
よ
そ
決
定
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ᶅ
מ
औ
ద
ظ
൑
ఆ
Ϛ
ỽ
ϓ

　

９
月
上
०
の
Ӵ
੕
ը
૾
か
ら

出
穂
後
日
数
を
推
定
し
て
、
מ

取
適
期
を
਍
அ
し
ま
す
。
מ
取

適
期
の
早
ݶ
お
よ
ͼ
晩
ݶ
を
圃

場
ご
と
に
色
ผ
で
表
ࣔ
し
ま
す

（
ਤ
４
）。

　

た
と
え
͹
、
マ
ỽ
プ
を
ࢀ
考

に
し
て
מ
取
り
時
期
の
༏
先
順

位
を
つ
け
る
こ
と
で
、
計
ը

的
・
効
率
的
な
מ
取
作
業
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、

מ
取
適
期
の
晩
ݶ
が
ഭ
っ
て
い

る
圃
場
か
ら
༏
先
的
に
מ
取
り

を
始
め
る
こ
と
で
、
מ
஗
れ
を

ճ
ආ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ڞ
ಉ
ס
૩
調
੡
施
ઃ

に
お
い
て
は
、
マ
ỽ
プ
を
ࢀ
考

に
し
て
荷
受
開
始
日
を
൑
அ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ᶆ
৯
ຯ
ऩ
ྔ
఺
ݕ
Ϛ
ỽ
ϓ

　

౰
年
産
ถ
の
食
味
と
収
量
の

振
り
ฦ
り
に
活
用
で
き
ま
す
。

　

生
育
期
間
中
の
Ӵ
生
ը
૾
デ

ー
タ
か
ら
ݰ
ถ
タ
ン
ύ
ク
質
ؚ

༗
率
と
10
̰
౰
た
り
収
量
を
推

定
し
、
収
量
・
ݰ
ถ
タ
ン
ύ
ク

質
ؚ
༗
率
と
も
に
良
޷
な
圃
場
、

あ
る
い
は
改
善
が
ඞ
要
な
圃
場

を
、
色
ผ
で
表
ࣔ
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
よ
͏
な
ݰ
ถ
タ
ン
ύ

ク
質
ؚ
༗
率
・
収
量
に
至
っ
た

生
育
期
間
中
の
要
Ҽ
を
推
ଌ
し
、

コ
ϝ
ン
ト
で
表
ࣔ
し
ま
す（
ਤ

５
）。

　

た
と
え
͹
、
今
年
の
平
ۉ
収

量
が
低
か
っ
た
場
合
、
あ
る
い

は
ݰ
ถ
タ
ン
ύ
ク
質
ؚ
༗
率
が

高
め
と
な
っ
た
場
合
、
Ͳ
の
圃

場
に
໰
題
が
あ
っ
た
の
か
推
定

で
き
る
の
で
、
۩
体
的
な
改
善

策
を
ཱ
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
収
量
・
食
味
・
品
質

の
振
り
ฦ
り
に
は
、
લ
ܝ
ᶃ
Ỗ

ᶅ
の
ػ
能
も
活
用
で
き
ま
す
。

た
と
え
͹
生
育
期
間
中
の
生
育

が
良
޷
だ
っ
た
に
も
か
か
Θ
ら

ず
۵
ถ
が
多
か
っ
た
場
合
、
あ

る
い
は
ݰ
ถ
に
಑
割
が
多
か
っ

た
場
合
、
穂
ං
਍
அ
マ
ỽ
プ
҃

い
は
適
期
מ
取
マ
ỽ
プ
を
改
め

て
確
ೝ
す
る
こ
と
で
、
実
ࡍ
の

穂
ං
量
や
מ
取
時
期
が
適
੾
で

あ
っ
た
か
を
確
ೝ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ᾉ
͓
Θ
Γ
に

ủ
ε
Ϛ
ー
τ
ͭ
΍
ඣ
ỨΛ
ҭ

ͯ
ͯ
͍
͘
ͨ
Ί
に

　
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
ඣ
」が
今
後

頼
り
に
さ
れ
る
技
術
の
一
つ
と

な
る
た
め
に
は
、
多
く
の
方
か

ら
知
っ
て
も
ら
い
、
ࢼ
し
て
も

ら
い
、
使
っ
て
も
ら
͏
こ
と
で
、

よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に

改
良
し
て
い
く
ඞ
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
気
ܰ
に
ϖ
ー
ジ
を

開
い
て
み
て
く
だ
い
。

　
「
ス
マ
ー
ト
つ
や
ඣ
」の
Ӿ
ཡ

方
๏
౳
に
ؔ
す
る
お
໰
い
合
Θ

せ
は
、
ঙ
内
総
合
ࢧ
ி
農
業
技

術
普
及
課
、
ञ
ా
農
業
技
術
普

及
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ

Ӧ
農
指
導
୲
౰
へ
お
ئ
い
し
ま

す
。

ਤ３ɽึ ං਍அマοプ

ਤ４ɽמऔదظマοプ

ਤ５ɽ৯ຯऩྔ఺ݕマοプͱコϝント

਍அ஋
௥ංՄ
஍্ௐࠪͰ࠶਍அ
ංがඞཁݮ

ݶ൩ظऔదמ
ɹɹɹɹʙ݄̕ １５೔
݄̕ １６೔ʙ݄̕ ２̌ ೔
݄̕ ２１೔ʙ݄̕ ２５೔
݄̕ ２６೔ʙ
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定
化
、
成
熟
期
の
高
温
に
よ
る

着
色
不
良
と
果
実
の
軟
化
、
ウ

ル
ミ
果
の
発
生
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
産
者

の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
で
、
７
割
を
超
え
る
品
種
の

偏
り
は
、
作
業
の
競
合
や
、
販

売
期
間
の
集
中
と
い
っ
た
弊
害

の
面
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
県
で
は
早
生
種

「
紅
さ
や
か
」や
晩
生
種「
紅
秀

峰
」の
導
入
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
品
種
構
成
を
是
正
す
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
と
、
県

産
さ
く
ら
ん
ぼ
の
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化
に
向
け
て
、
県
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
園
芸
農
業
研
究

所（
寒
河
江
市
）で
は
、
新
品
種

開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

品
種
登
録

　
「
や
ま
が
た
紅
王（
品
種
名
：

山形県農林水産部
園芸大国推進課　

明　石　秀　也
　

山
形
県
の
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産

量
は
日
本
一
で
、
果
実
の
生
産

は
も
と
よ
り
、
流
通
・
販
売
、

食
品
産
業
、
観
光
分
野
ま
で
経

済
的
な
波
及
効
果
が
大
き
く
、

さ
く
ら
ん
ぼ
は「
山
形
県
」の
シ

ン
ボ
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
さ
く
ら
ん
ぼ
の
約
７

割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る「
佐
藤
錦
」

は
甘
み
が
多
く
、
程
よ
い
酸
味

が
あ
り
、
果
皮
色
は
鮮
や
か
な

赤
色
の
最
重
要
品
種
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
開
花
期
の

天
候
不
順
に
よ
る
結
実
の
不
安

山
形
Ｃ
12
号
）」は
、
平
成
９
年
、

「
紅
秀
峰
」の
雌
し
べ
に
育
成
系

統「
Ｃ
47
－
70（「
レ
ー
ニ
ア
」×

「
紅
さ
や
か
」）」の
花
粉
を
交
雑

し
て
獲
得
し
た
実
生
70
個
体
か

ら
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
果
実
の

大
き
さ
、
果
皮
の
つ
や
、
果
肉

の
硬
さ
、
食
味
の
良
さ
か
ら
、

平
成
29
年
に
品
種
登
録
申
請
を

行
い
、
令
和
２
年
３
月
に「
山

形
Ｃ
12
号
」と
し
て
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

名
称
公
募
と
商
標
登
録

　

国
内
で
は
品
種
登
録
の
ほ
か
、

商
標
も
取
得
し
て
お
り
、「
や
ま

が
た
紅
王
」の
名
称
は
平
成
30

年
に
一
般
公
募
し
、
国
内
外
か

ら
１
万
５
千
件
を
超
え
る
応
募

の
中
か
ら
決
定
し
、
令
和
２
年

８
月
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク（
注
２
）は
令

和
４
年
３
月
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
将
来
的
な
海
外

へ
の
果
実
輸
出
や
名
称
の
不
正

使
用
を
防
止
す
る
た
め
、
名
称

（
日
本
語
表
記
・
母
国
語
表
記
）

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
中
国
・
韓

国
・
香
港
・
台
湾
で
も
商
標
を

取
得
し
て
い
ま
す（
一
部
、
審

査
中
）。

オ
ー
ル
山
形
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ド
化

　

品
種
の
振
興
、
知
名
度
と
評

価
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
生

産
者
代
表
、
Ｊ
Ａ
、
青
果
市
場

協
会
、
県
か
ら
な
る「
や
ま
が

た
紅
王
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
」を
組
織
し
て
、
生

産
対
策
と
流
通
・
販
売
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
産
者
登
録
制
度
の
採
用

　
「
や
ま
が
た
紅
王
」は
県
育
成

の
果
樹
で
は
初
め
て
と
な
る
、

生
産
者
登
録
制
度
を
採
用
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
種
苗（
穂
木
）

の
厳
格
な
管
理
と
、
初
期
の
出

荷
数
量
の
確
保
、
果
実
の
高
品

質
生
産
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
栽
培
希
望
者
は
取
り
ま
と

め
団
体
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
や

青
果
市
場
、
苗
木
業
者
の
い
ず

れ
か
に
申
請
書
を
提
出
し
て
い

　
さ
͘
ら
ん
「̈́
や
ま
が
た
ߚ
Ԧ
」（
注
１
）は
ࢁ
ܗ
ݝ
が
20
೥
を

͔
͚
て
育
੒
し
た
、
ݝ
Φ
リ
δ
φ
ϧ
඼
छ
で
す
。
ঙ
಺
஍
域
で

は
ྩ
࿨
̐
೥
ま
で
に
、
͓
Α
ͦ
60
ށ
の
ొ
࿥
生
産
者
に
ྦྷ
ܭ

̔
̑
̌
本
以
上
が
導
ೖ
さ
Ε
て
い
ま
す
。
ओ
ྗ
඼
छ
の「
ࠤ
౻

ۋ
」と「
ߚ
ल
ๆ
」に
ฒ
Ϳ
ظ
଴
の「
େ
ܕ
৽
ਓ
」と
し
て
、
ྩ
࿨

̑
೥
に
本
֨
σ
Ϗ
ỿ
ー
を
ܴ
え
ま
し
た
。

～本格デビューまでの
　　取組みとブランド化に向けて～

さくらんぼ新品種
　　　「やまがた紅王」

注１.「やまがた紅王」結実状況

注２. ロゴマーク
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た
だ
き
ま
す
。
申
請
時
に
は
、

圃
場
の
列
植
図
も
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
登
録
内
容

に
基
づ
き
、
現
地
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

苗
木
の
導
入
本
数
は
、
販
売

を
開
始
し
た
平
成
30
年
は
10
本

以
上
を
要
件
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
か
ら
は
５
本
以

上
と
し
て
い
ま
す
。
登
録
生
産

者
が
苗
木
を
追
加
し
た
い
場
合

は
、
１
本
か
ら
購
入
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

品
質
基
準
の
設
定

　

大
玉
品
種
と
し
て
の
特
長
を

発
揮
し
た
、
果
実
サ
イ
ズ
２
Ｌ

（
25
㍉
㍍
）以
上
、
果
皮
着
色
割

合
50
％
以
上
を
満
た
し
た
果
実

に
の
み
商
標「
や
ま
が
た
紅
王
」

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
注
３
）。
ま
た
、
今
年
か
ら
は

階
級
４
Ｌ（
31
㍉
㍍
）以
上
、
着

色
80
％
以
上
の
果
実
を「
や
ま

が
た
紅
王
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
注

４
）と
し
て
、
販
売
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
取
組
を
徹
底
す

る
こ
と
で
、
消
費
者
の
信
頼
を

獲
得
し
、
早
期
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
玉
、
高
品
質
安
定
生
産

の
取
組

　

登
録
生
産
者
全
員
に
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
チ
ラ
シ「
や
ま
が

た
紅
王
通
信
」を
送
付
し
、
適

期
作
業
と
品
質
基
準
の
周
知
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
本

格
デ
ビ
ュ
ー
に
向
け
、
６
月
８

日
に
各
組
織
の
指
導
者
を
対
象

に
、
出
荷
説
明
会
と
箱
詰
め
の

実
演
を
行
い
ま
し
た（
注
５
）。

本
格
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
今
年

産
果
実
は
、
先
行
販
売
の
昨
年

に
比
べ
て
大
玉
の
出
荷
比
率
が

高
く
、
初
め
て
開
催
し
た
大
玉

コ
ン
テ
ス
ト
に
も
素
晴
ら
し
い

果
実
が
出
品
さ
れ
ま
し
た（
注

６
）。
令
和
５
年
の
収
穫
量
は

県
全
体
で
23
㌧
と
推
計
し
て
お

り
、
樹
の
生
長
と
結
果
樹
面
積

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
来
年
度
は

さ
ら
に
生
産
の
増
大
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

今
後
の
取
組
み

　

温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
や
、

高
齢
化
の
進
行
に
対
し
て
、「
や

ま
が
た
紅
王
」の
導
入
は
、
受

粉
環
境
の
改
善
、
収
穫
労
力
の

分
散
、
収
穫
期
後
半
の
品
質
低

下
の
抑
制
、
果
実
流
通
期
間
の

拡
大
、
長
距
離
の
流
通
や
輸
出

へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
ま
で
に「
や
ま
が
た
紅
王
」

の
栽
培
面
積
は
県
全
体
で
1
5
0

㌶
と
な
り
、「
紅
さ
や
か
」を
抜

き
、「
佐
藤
錦
」、「
紅
秀
峰
」に
次

ぐ
、
県
内
第
３
位
に
な
り
ま
し

た
。
10
年
後
に
は
、
2
5
0
㌶

へ
の
拡
大
を
図
り
、
県
産
さ
く

ら
ん
ぼ
全
体
の
品
質
向
上
、
消

費
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

令
和
６
年
秋
配
布
用
苗
木
の

申
請
は
令
和
６
年
１
月
か
ら
開

始
し
ま
す
の
で
、
新
規
導
入
や

苗
木
の
追
加
を
お
考
え
の
方
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
や
、
各
農
業
技

術
普
及
課
、
園
芸
大
国
推
進
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　　　階級
 等級

４L
〔31mm以上〕

３L
〔28mm以上〕

２L
〔25mm以上〕

L
〔22mm以上〕

M
〔19mm以上〕

特秀
〔80%以上〕

やまがた紅王
プレミアム

秀
〔65%以上〕

丸秀
〔50%以上〕

「やまがた紅王」の名称で販売 「やまがた紅王」の
名称では販売しない

注３. 品質基準

注４.「やまがた紅王 プレミアム」

注６. 大玉コンテスト入賞果実

「やまがた紅王」に
関する最新の情報は
専用ホームページ
（https://yamagata-
beniou.nmai.org/）
をご覧ください。

注５. 出荷説明会の様子
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Ί
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令
和
ݩ
年
以
߱
７
Ỗ
８
月
の

౦
ژ
౎
中
ԝ
Է
売
市
場
に
お
け

る
ࢬ
౾
の
入
荷
量
は
、
約
�
0
0

0
㌧
Ỗ
�
1
0
0
㌧
で
推
Ҡ
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
全
国

的
な
໠
ॵ
の
Ө
ڹ
か
ら
入
荷
量

が
減
少
し
、
約
2
�
0
0
㌧
に

と
Ͳ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
Ỗ
８
月
の
ओ
な
産
地

は
、
山
形
県
を
は
͡
め
秋
ా
県
、

܈
അ
県
、
新
ׁ
県
が
中
৺
で
、

こ
の
͏
ͪ
本
県
産
は
、
લ
年
よ

り
も
約
74
㌧
少
な
い
�
�
�
㌧
、

全
体
の
14
�
を
઎
め
て
い
ま
す
。

９
月
に
入
っ
て
も
記
録
的
な
໠

ॵ
が
ଓ
き
、
લ
年
を
下
ճ
る
入

荷
ঢ়
گ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ྩ
࿨
̑
೥
産
ࢬ
౾
の
ൢ
ച

ܦ
ա
に
ͭ
͍
ͯ

　

７
月
上
०
は
ؔ
౦
近
ࡏ
産
地

（
࡛
玉
県
、
܈
അ
県
）が
લ
౗
し

で
入
荷
さ
れ
、
新
ׁ
県
産
が
７

月
中
०
ࠒ
か
ら
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。
山
形
県
を
ؚ
Ή
౦

๺
産
地
は
、
ྫ
年
通
り
７
月
20

日
ࠒ
か
ら
入
荷
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
７
月
下
०
に
か
け
て

ؔ
౦
近
ࡏ
産
地
の
入
荷
と
౦
๺

産
地
の
५
୔
な
入
荷
が
あ
っ
た

お
൴
؛
を
ա
͗
た
あ
た
り
か
ら
、

消
費
地
の
気
温
も
下
が
り
始
め
、

ళ
ฮ
の
売
り
場
は
Ն
か
ら
秋
に

੾
り
ସ
Θ
り
始
め
ま
し
た
。

10
月
に
入
る
と
、
売
り
場
が

秋
商
ࡐ
に
੾
り
ସ
Θ
り
ま
す
の

で
、
ࢬ
౾
の
୨
は
ॖ
খ
し
ま
し

た
が
、
各
産
地
の
入
荷
も
ऴ
൫

ま
で
少
な
く
、
価
格
は
最
ऴ
൫

ま
で
大
き
な
஋
่
れ
な
く
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

৽
ͨ
ͳ
取
Γ
組
み

　

近
年
、
ࢬ
౾
に
つ
い
て
は
、

各
産
地
と
の
競
合
に
よ
り
特
に

๛
作
基
調
の
年
に
お
い
て
は
、

厳
し
い
販
売
ঢ়
گ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
本
県
で
も
、

食
味
計
を
導
入
し
て
、
甘
味
成

分
の
ス
ク
ロ
ー
ス
と
ࢫ
味
成
分

の
ア
ミ
ϊ
酸
を
ଌ
定
し
、
そ
の

数
஋
の
༏
れ
た
圃
場
で
の
栽
培

方
๏
を
ࢀ
考
に
、
地
۠
全
体
で

食
味
向
上
を
は
か
り
ブ
ラ
ン
ド

価
஋
を
高
め
る
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
、
ࢼ
ݧ
的
に
ژ
඿
地
۠

の
市
場
に
お
い
て
、
こ
の
ࢬ
౾

の
ٻ
評
会
を
行
い
、
市
場
ؔ
܎

者
か
ら
は
、「
香
り
」「
食
味
」「
෩

味
」は
い
ず
れ
も
޷
評
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
と
か
ら
、
売
り
場
の
ߋ
な
る

拡
大
に
向
け
て
、
価
格
を
下
げ

な
が
ら
売
り
込
み
が
行
Θ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
の
ຍ
લ
は
ؔ
౦
近
ࡏ
産

地
が
減
少
し
、
秋
ా
県
は
લ
月

に
発
生
し
た
大
Ӎ
の
Ө
ڹ
で
入

荷
量
は
減
少
に
స
͡
ま
し
た
。

ຍ
લ
で
ध
要
が
高
ま
っ
た
こ
と

や
લ
月
຤
に
売
り
場
を
拡
げ
て

い
た
こ
と
か
ら
不
଍
ײ
の
あ
る

販
売
に
な
り
、
価
格
は
上
向
き

に
な
り
ま
し
た
。
ຍ
明
け
は
໠

ॵ
の
Ө
ڹ
で
౔
৕
が
ࠅ
く
ס
૩

し
た
こ
と
か
ら
、
新
ׁ
県
や
秋

ా
県
、
山
形
県
な
Ͳ
日
本
海
ଆ

の
産
地
を
中
৺
に
収
穫
஗
れ
や

品
質
の
低
下
が
発
生
し
、
入
荷

量
が
減
少
し
ま
し
た
。
消
費
地

で
は
࢒
ॵ
が
ଓ
い
た
た
め
、
ࢬ

౾
の
消
費
は
一
定
を
ҡ
࣋
し
、

Ҿ
合
い
の
あ
る
販
売
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
価
格
は
一
ஈ
高
く

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
は
入
荷
が
少
な
く
、
価

格
が
高
い
ঢ়
گ
が
ଓ
い
た
た
め
、

気
温
の
低
下（
消
費
の
低
下
）と

と
も
に
売
り
場
が
ॖ
খ
さ
れ
る

ݒ
೦
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

気
温
が
高
い
ま
ま
推
Ҡ
し
、
各

産
地
か
ら
の
入
荷
量
も
増
え
る

こ
と
な
く
経
ա
し
た
こ
と
か
ら
、

֓
Ͷ
ݎ
調
な
価
格
で
販
売
さ
れ
、

ͷ౾ࢬ࢈ݝܗࢁ
ൢചঢ়گ౳ʹ͍ͭͯ

ਤ１.ओཁ࢈஍ผࢬ౾入荷਺ ʢྔ౦ژ౎தԝԷചࢢ৔ʣ ਤ２. ओཁ࢈஍ผࢬ౾γΣアʢ౦ژ౎தԝԷചࢢ৔ʣ
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໺
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೶
Ո
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こ
の「
山
形
県
野
ࡊ
研
究
会
」

と
い
͏
組
織
は
、
現
ࡏ
は
14
ࣾ

（
山
形
県
内
２
ࣾ
と
ؔ
౦
地
۠

12
ࣾ
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
の
野
ࡊ
取
ѻ
高

で
約
８
割
を
઎
め
て
い
ま
す
。

　

今
ճ
は
౰
研
究
会
の「
౾
Պ

野
ࡊ
ྨ
部
会
」の
部
会
長
の
౦

ژ
千
ॅ
青
果
ג
ࣜ
会
　ࣾ

取
క

໾　

ࡾ
ా
満
உ
༷
か
ら
ঙ
内
地

۠
の
ࢬ
౾
生
産
者
の
օ
༷
へ
ܹ

ྭ
コ
ϝ
ン
ト
を
௖
ଷ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
঺
հ
い
た
し
ま
す
。

東
京
千
住
青
果
株
式
会
社
の

三
田
満
男
と
申
し
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
四
季
折
々
の
山

形
県
産
青
果
物
を
ご
出
荷
賜
り

ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
本
年
産
枝
豆
に
関
し

ま
し
て
で
す
が
、
過
去
に
な
い

猛
暑
・
干
ば
つ
に
よ
っ
て
全
国

各
地
で
収
穫
量
が
減
少
し
、
入

荷
量
は
こ
こ
数
年
を
下
回
る
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
年
販

売
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
温
暖

化
の
影
響
か
ら
か
８
月
を
過
ぎ

ま
し
て
も
猛
暑
日
が
続
き
、
枝

豆
の
需
要
時
期
は
伸
張
し
、
販

売
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
庄
内
地
区

の
枝
豆
に
つ
い
て
は
、「
良
食

味
」、「
香
り
高
い
」商
品
と
し
て
、

消
費
者
が
好
む「
美
味
し
い
枝

豆
」と
、
自
信
を
も
っ
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
し
、
求
め
る
お

客
様
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
全
国
的
に
野
菜
の
生
産
量
は

減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す

が
、
枝
豆
に
関
し
ま
し
て
も
、

数
年
後
の
生
産
量
は
横
ば
い
か

ら
微
減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

諸
般
情
勢
は
生
産
者
皆
様
に
と

っ
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
は

存
じ
ま
す
が
、
市
場
と
い
た
し

ま
し
て
は
生
産
面
積
の
拡
大
を

要
望
で
き
る
よ
う
、
販
売
強
化

へ
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
良
品
質
の
庄
内
産
枝

豆
を
ご
出
荷
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
近
年

は
異
常
気
象
や
天
候
災
害
な
ど

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

+" શ೶ܗࢁのফඅએ఻׆ಈ঺հ˻એ఻ࡐࢿ˼

101ʢ#�αΠζʣ ϙスλー

˼ಈ׆ใ޿˻
+" શ೶ܗࢁͰ͸ 4/4 Λ༻͍ͯݝ಺の
०ͳັྗ৘ใΛݝ಺֎ʹൃ৴͍ͯ͠ま
͢ɻまたɺプレθントΩϟンϖーン౳
の実ࢪʹΑΓ࢈ݝܗࢁϑΝンのߋͳΔ
֦大Λ໨͍ͯ͠ࢦま͢ɻ

౦ژઍॅ੨Ռࣜגձࣾ
औక໾

ࢯ ຬஉ　ాࡾ

生
産
者
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、

作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
山

形
県
野
菜
研
究
会「
豆
科
野
菜

類
部
会
」か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

݁
ͼ
に

　

消
費
地
で
は
໠
ॵ
の
Ө
ڹ
か

ら
、
Ր
を
使
っ
た
調
理
を
ܟ
ԕ

す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ి
ࢠ
レ
ン
ジ
な
Ͳ
を
活
用
し
た

؆
ศ
な
調
理
方
๏
を
こ
の
よ
͏

な
4
/
4
な
Ͳ
で
঺
հ
し
、
ࢬ

౾
の
消
費
拡
大
を
は
か
っ
て
い

く
ඞ
要
が
あ
る
と
ࢥ
い
ま
す
。

ま
た
、
ट
౎
ݍ
の
量
販
ళ
で
も
、

ࢼ
食
の
振
る
෣
い
も
行
Θ
れ
始

め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
ঙ
内

産
ࢬ
౾
の
お
い
し
さ
を
޿
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ࢼ
食
に

よ
る
販
ଅ
活
動
を
ల
開
し
、
ߋ

な
る
ঙ
内
産
青
果
෺
の
ϑ
Ỹ
ン

づ
く
り
に
౒
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
ࣀ
り
ま
す
よ

͏
お
ئ
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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第57回 庄内フラワーショー第57回 庄内フラワーショー第57回 庄内フラワーショー
　庄内花き生産組織連絡協議会は9月30日（土）～10月1日（日）、酒田駅前ミライニにて「第57回
庄内フラワーショー」を開催しました。
　この催しは、庄内地区で生産している花を広く地域の方々にPRして消費拡大を推進するこ
とと、会員の栽培技術の向上をはかることを目的としています。
　庄内地区JAから、トルコギキョウ、ケイトウ、ダリア、キク、ユリ、クルクマなど計66点
が出展されました。30日は、普段花を飾らない人にも自宅で気軽に花を楽しんでもらいたい、
という思いから30㎝程度の花を来場者へプレゼントし、庄内産花きの魅力を伝えながら展示
された様々な花をお楽しみいただきました。また、同日に開催した花き審査会において以下
のとおり受賞されました。

　また、来場者がお気に入りの花きに投票し、人気投票１位を決める「特別賞」には、髙橋
智子さん（JA庄内たがわ）のトルコギキョウ/エレガンスシャンパンが選ばれました。
10月１日（日）には展示された花きの販売を行い、多くの方へ庄内産の花きをお届けしました。
　ご来場いただきました皆さま、大変ありがとうございました！

庄内花き連金賞
佐藤 浩由さん（ＪＡ庄内みどり）
ケイトウ/オレンジクイーン

庄内花き連銀賞
佐藤 正志さん（ＪＡそでうら）
カラー/カントール

庄内花き連銅賞
佐藤 富治也さん（ＪＡそでうら）
ダリア/ルージュマジック

庄内花き連銅賞
髙橋 武さん（ＪＡそでうら）
OHユリ/シベリア

特別賞
髙橋 智子さん（ＪＡ庄内たがわ）
トルコギキョウ/エレガンスシャンパン
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